
1. 補助金等の名称

2.

(1) 目的

(2) 具体的な内容

3. 交付実績額 2,705 千円（Ａ）

4.

(1) 0 千円

(2) 0 千円

(3)

0 千円

千円

0 千円

0 千円

5. 外部への支出

(1) 外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出先

0 千円

千円

0 千円（Ｂ）

(2)

支出先

講習会材料代他 733 千円

星光社印刷他 1,624 千円

講習会会場費 14 千円

郵便他 128 千円

HP更新 68 千円

アンケート調査集計解析費 136 千円

2,705 千円

6. その他

0 千円

0 千円

7. 再補助・再委託等の割合 0.0 ％（Ｂ／Ａ）

（注）千円未満は切り捨て

令和5年度補助金等支出明細書

一般財団法人 日本食生活協会

消費・安全対策交付金（地域での食育の推進（都道府県域を越えた取組））

事業の目的及び内容
日本の食文化を守りそしてつなごう！
～食生活改善推進員によるにっぽん縦断！「郷土・伝統料理教室」～

全国に組織を有する食生活改善推進員が「郷土・伝統料理教室」を開催し、伝統食材を始めとした地域の食材を生かした
郷土料理や伝統料理、地域や家庭で受け継がれてきた料理や味、食事の食べ方・作法を次世代を含む地域住民に伝え
ることを目的とする。
併せて、栄養バランスに優れた「日本型食生活」の実践を推進するため、長年実施している郷土料理教室はもとより、お
やこの食育教室を始めとする地域活動においてバランスの良い食生活の啓発と共に「地域の食文化を継承しよう」を実践
している食生活改善推進員の知識・技術・経験に基づく料理教室を全国で展開し、地産地消の精神も取り入れた日本の
食文化の保護・継承を図る。
　　さらには、食生活改善推進員が「郷土・伝統料理教室」において、食文化の保護・継承のための食育を推進すること
で、持続可能なボランティア活動の活発化に向けた環境整備を図る。
料理教室を開催するに当たっては、地域の年齢構成を鑑み、例えば、人口が集中している都市部は、おやこ食育教室や
小・中・高校等学校における出前授業を開催。また、高齢者の多い地域では、高齢者を参集し料理教室を開催し、参加者
の子どもや孫に郷土・伝統食を継承できるよう促すことも視野に入れて対応する。

①日本の食文化を守りそしてつなごう！
～食生活改善推進員によるにっぽん縦断！「郷土・伝統料理教室」～
料理教室では、「郷土料理テキスト」に基づき実施する。また、「主食・主菜・副菜が学べるツール」等を活用し栄養バラン
スも配慮した内容とする。さらに、食材を選ぶ際は、地産地消を意識して選ぶことで、地場産農林水産物の消費の拡大等
による地域の活性化、地元に対する理解の深まり等の効果が期待される。
また、講習会の様子等を当協会で開設予定のインスタグラム（SNS）を活用しリアルで発信することで第4次食育推進基本
計画の「新たな日常」やデジタル化に対応した食育推進の普及も期待される。

②食育・日本の食文化に関するアンケート調査
料理教室参加者に食育・日本の食文化に関するアンケート調査を実施し、調査結果を今後の活動に活用するとともに、
日本食生活協会のwebサイトに公表する。
郷土・伝統料理教室の開催やアンケートの実施により、参加者はもとより全国において食文化の保護・継承に繋がる地域
活性や関心度、地産地消、栄養バランスを配慮した食生活の実践の推進が見込まれる。
以上の取組により、国の第4次食育推進基本計画の目標達成に寄与することが期待される。

補助金等における管理費

人件費

一般管理費
その他の管理
費

内容 金額

金額

合計

合計

支出内容 金額

役務費

合計

(1)以外の支出

支出内容

合計

内容 金額

合計

消耗品費

印刷製本費

会場費

通信運搬費

普及宣伝費


